
    

 約数の数が４個である整数は、 

①２つの異なる素数の積で表されるか、②素数の３乗で表されます。 

 その理由は ある整数が異なる２つの素数Ａ、Ｂによって Ａ×Ｂなら 

 その約数は １、Ａ、Ｂ、ＡＢ の 4 つで 

 もし、ある整数が素数なら、約数は２つしか考えられず、 

 ある整数が異なる３つの素数Ａ、Ｂ、Ｃによって Ａ×Ｂ×Ｃなら 

 その約数は １、Ａ、Ｂ、Ｃ、ＡＢ、ＡＣ、ＢＣ、ＡＢＣ の８つです。 

 また、 

ある整数が素数Ａの２乗なら、その約数は 1、Ａ、Ａ² の３つで、 

 ある整数が素数Ａの３乗なら、その約数は 1、Ａ、Ａ²、Ａ³ の４つで、 

 ある整数が素数Ａの４乗なら、その約数は 1、Ａ、Ａ²、Ａ³、Ａ⁴ の５つです。 

 

１から５０の整数で 

①２つの異なる素数の積で表される数 

 ２×□ □には３、５、７、１１、１３、１７、１９、２３ 

 ３×□ □には５、７、１１、１３ 

５×□ □には７    これで１３個 

②素数の３乗で表される数 

 2³＝8 3³＝27      これで 2 個 

合計 15 個あります。 

                     答え １５個  

◆問題  

 ６の約数は、１、２、３、６の４個あります。このように約数の数が４個であ

る整数は、１から５０までの整数の中に何個あるでしょうか。 


